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退
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軍
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前

入

隊
　
昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
日

場

所
　
宇
都
宮
東
部
三
六
部
隊
（
現
役
兵
）

教

育
　
中
国
河
北
省
高
揚
　
第
六
三
師
団
二
九
九
三
部
隊

機
関
銃
中
隊

転

属
　
昭
和
二
十
年
六
月
、
北
支
派
遣
軍
の
収
縮
に
伴

い
、
満
州
へ
増
援
師
団
と
し
て
関
東
軍
の
隷
下
と

な
る
。

当
時
地
理
的
に
も
満
州
国
に
急
遽
移
動
が
可
能
で

あ
っ
た
第
三
九
師
団
・
第
五
九
師
団
・
第
六
三
師

団
・
第
一
一
七
師
団
の
四
個
師
団
が
選
定
移
動
の

理
由
と
し
て
対
象
に
な
っ
た
。

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
の
関
東
軍
特
別
大
演
習
に
お
け

る
関
東
軍
は
、
二
十
個
師
団
約
七
十
万
の
兵
力
を
有
し
て
い
た

が
、
昭
和
十
九
年
以
降
は
大
量
の
精
鋭
師
団
が
南
方
戦
線
へ
転

出
と
な
っ
た
。

関
東
軍
は
根
こ
そ
ぎ
動
員
に
て
兵
員
の
補
充
を
行
い
、
最
終

的
に
は
約
六
十
万
余
の
膨
大
な
兵
力
と
な
っ
た
も
の
の
、
装
備

劣
悪
な
関
東
軍
と
な
っ
た
。

我
が
師
団
は
満
州
西
部
方
面
の
防
衛
が
任
務
で
あ
っ
た
。
も

と
も
と
関
東
軍
は
、
沿
海
州
ソ
連
軍
の
侵
攻
を
阻
止
す
る
作
戦

が
主
で
あ
り
、
西
部
方
面
の
防
衛
は
手
薄
で
あ
り
、
僅
か
に
承

徳
の
一
〇
八
師
団
、
白
城
子
に
一
〇
七
師
団
が
駐
屯
す
る
だ
け

で
あ
っ
た
。

外
蒙
古
か
ら
ソ
連
軍
が
侵
攻
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
こ
の



弱
点
に
我
が
六
三
師
団
お
よ
び
三
九
師
団
・
一
一
七
師
団
が
北

支
派
遣
軍
か
ら
転
入
配
置
さ
れ
、
七
月
初
旬
に
は
一
応
展
開
が

完
了
さ
れ
た
。

戦
争
末
期
に
欧
州
方
面
か
ら
逐
次
極
東
に
回
送
さ
れ
た
ソ
連

軍
の
兵
力
は
膨
大
な
も
の
と
想
定
さ
れ
、
満
州
の
東
北
西
三
方

面
の
ど
こ
か
ら
で
も
侵
攻
可
能
の
状
態
で
は
、
全
満
州
を
放
棄

し
て
満
州
の
南
端
通
化
付
近
の
山
岳
に
て
、
最
後
の
一
兵
ま
で

抗
戦
す
る
と
い
う
以
外
に
方
法
は
な
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ

る
が
、
在
留
邦
人
の
保
護
に
関
す
る
議
論
が
集
中
し
、
軍
命
令

に
一
貫
性
を
失
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

ソ
連
軍
侵
攻

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
熱
河
省
万
里
の
長
城
付
近
の
八
路

軍
討
伐
作
戦
行
動
中
に
、
日
ソ
交
戦
の
情
報
を
受
信
し
、
即
時

作
戦
を
中
断
し
古
北
口
に
帰
隊
し
て
列
車
に
て
承
徳
を
経
由
し

錦
県
に
急
進
し
た
。

陣
地
構
築
の
作
業
中
に
、
周
り
が
急
に
騒
が
し
く
な
り
、
停

戦
の
大
詔
が
発
せ
ら
れ
る
を
知
り
、「
日
本
は
降
伏
し
た
ら
し

い
」「
ま
さ
か
、
そ
ん
な
馬
鹿
な
話
が
あ
る
か
」
と
半
信
半
疑

の
状
態
で
あ
っ
た
。

師
団
司
令
部
の
指
示
に
従
い
、
錦
県
防
衛
司
令
部
を
市
内
の

学
校
に
設
置
し
、
直
ち
に
在
留
邦
人
の
保
護
と
市
内
の
治
安
維

持
の
任
務
に
就
い
た
。

満
州
方
面
軍
の
不
安
は
、
果
た
せ
る
か
な
、
ソ
連
軍
の
進
攻

に
よ
っ
て
見
る
も
痛
ま
し
い
在
留
邦
人
の
惨
状
が
現
実
と
な
っ

た
。
当
時
市
内
は
物
情
騒
然
た
る
有
様
で
、
奥
地
か
ら
着
の
み

着
の
ま
ま
荷
物
を
背
負
い
、
幼
児
の
手
を
引
き
在
留
邦
人
が
引

き
揚
げ
て
来
る
姿
、
満
州
国
軍
の
反
乱
、
民
衆
の
暴
動
、
殺
人

強
盗
、
食
糧
飢
餓
、
火
災
発
生
な
ど
戦
々
恐
々
の
状
態
で
あ
っ

た
。ま

た
、
満
州
国
を
占
領
し
た
の
は
ソ
連
軍
で
あ
り
、
中
国
軍

内
に
も
毛
沢
東
の
共
産
軍
と
■
介
石
の
国
民
軍
に
分
か
れ
、
日

本
軍
武
装
解
除
に
お
け
る
武
器
・
弾
薬
の
獲
得
に
複
雑
な
様
相

を
呈
し
て
い
た
。

終
戦

同
年
八
月
三
十
一
日
、
ソ
連
軍
の
戦
車
、
兵
員
を
満
載
し
た

自
動
車
が
続
々
と
錦
県
に
進
駐
し
、
一
切
の
武
器
・
弾
薬
を
返



上
し
遂
に
屈
辱
の
武
装
解
除
と
な
り
、
旧
日
本
軍
貨
物
■
に
収

容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
貨
物
■
内
に
は
食
糧
、
被
服
、
日

用
雑
貨
類
が
大
量
に
保
管
さ
れ
、
こ
の
物
資
を
ソ
連
領
内
に
輸

送
す
る
た
め
の
積
み
込
み
運
搬
作
業
は
す
べ
て
日
本
兵
士
が
従

事
し
た
。
倉
庫
内
に
は
食
糧
豊
富
で
、
地
下
に
は
缶
詰
や
航
空

食
糧
な
ど
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
物
ま
で
味
わ
う
こ
と
の

出
来
た
こ
と
や
、
下
着
類
も
大
量
に
保
管
さ
れ
、
毎
日
新
品
に

着
替
え
る
な
ど
幸
い
で
あ
っ
た
。

ど
う
せ
ソ
連
軍
に
没
収
さ
れ
る
な
ら
、
身
に
つ
け
る
だ
け
身

に
つ
け
、
食
べ
る
物
は
食
べ
、
新
品
の
軍
衣
、
下
着
、
靴
、
時

計
、
毛
布
な
ど
背
負
え
る
だ
け
集
め
、
祖
国
へ
の
帰
国
準
備
を

期
し
た
。

八
月
の
炎
天
下
に
お
け
る
物
資
の
積
み
込
み
作
業
の
た
め
、

体
は
汗
と
埃
に
ま
み
れ
、
野
積
み
の
日
本
酒
で
風
呂
を
沸
か
し

入
浴
し
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
地
へ
の
旅

貨
物
■
に
お
け
る
約
一
週
間
に
わ
た
る
物
資
の
積
み
込
み
作

業
も
完
了
し
、
錦
県
飛
行
場
に
集
結
し
、
帰
国
に
伴
う
新
た
な

部
隊
の
編
成
が
実
施
さ
れ
た
。
祖
国
日
本
に
帰
還
す
る
こ
と
を

ソ
連
軍
よ
り
指
示
さ
れ
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
・
ダ

モ
イ
・
ハ
ラ
シ
ョ
ー
（
日
本
へ
帰
国
お
め
で
と
う
）

」
の
口
車

に
乗
せ
ら
れ
、
ス
ス
キ
の
な
び
く
秋
も
深
ま
る
同
年
十
月
七

日
、
貨
車
に
乗
車
し
て
満
州
を
北
上
し
た
。

途
中
逃
亡
者
が
出
た
こ
と
で
、
貨
車
の
扉
は
表
か
ら
鍵
が
掛

け
ら
れ
、
車
内
は
暗
く
、
空
気
の
濁
り
を
感
じ
、
衣
服
の
洗

濯
、
入
浴
は
一
切
な
く
、
環
境
の
悪
い
車
内
に
お
い
て
、
戦
友

一
同
に
疲
れ
が
見
え
始
め
、
体
の
不
調
を
訴
え
る
者
が
続
出
し

た
。同

年
十
一
月
二
十
五
日
、
走
り
続
け
た
貨
車
は
満
州
の
最
北

端
最
終
駅
黒
河
に
到
着
し
た
。
秋
風
を
身
に
感
じ
錦
県
を
出
発

し
、
満
州
を
一
路
北
上
し
て
千
三
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
五
十
日

間
に
わ
た
る
貨
車
生
活
の
旅
は
終
わ
り
、
既
に
酷
寒
零
下
三
十

度
の
真
冬
の
時
期
と
な
っ
て
い
た
。

約
二
ヵ
月
の
貨
車
生
活
は
、
シ
ラ
ミ
・
寒
気
・
飢
餓
の
連
続

で
あ
り
、
悪
い
環
境
の
中
で
人
間
と
し
て
極
限
の
生
活
で
あ

り
、
今
思
う
と
実
に
よ
く
耐
え
た
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。

凍
結
し
た
ア
ム
ー
ル
河
の
対
岸
に
ソ
連
領
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ



ン
ス
ク
の
街
が
よ
く
見
え
る
。
太
陽
は
出
て
は
す
ぐ
沈
み
、
北

極
圏
に
近
い
こ
と
を
感
じ
、
早
速
そ
り
を
使
っ
て
携
行
し
た
物

資
の
輸
送
開
始
と
な
っ
た
。

寒
さ
と
空
腹
が
重
な
り
、
長
期
間
の
貨
車
生
活
の
た
め
体
は

疲
労
こ
ん
ぱ
い
に
陥
り
、
そ
り
を
引
く
力
も
限
界
に
達
し
、
死

の
街
道
を
歩
く
地
獄
の
状
態
で
あ
っ
た
。

過
酷
な
物
資
輸
送
も
無
事
に
完
了
し
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン

ス
ク
よ
り
再
び
ソ
連
貨
物
車
に
乗
車
さ
せ
ら
れ
、
間
も
な
く
貨

車
は
静
か
に
動
き
始
め
た
が
、
進
行
方
向
は
東
か
西
か
わ
か
ら

な
い
。
し
ば
ら
く
走
る
と
長
時
間
の
停
車
で
あ
り
「
ガ
タ
ン
」

と
い
う
衝
撃
、
機
関
車
の
連
結
を
感
じ
、
い
よ
い
よ
シ
ベ
リ
ア

本
線
に
入
る
こ
と
を
予
感
し
た
。

貨
車
は
走
り
始
め
た
が
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
経
由
の
帰
国

で
あ
れ
ば
、
貨
車
は
東
に
向
か
い
走
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
貨

車
の
走
る
方
向
は
逆
に
西
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
。
帰
国
願

望
の
夢
は
は
か
な
く
も
破
れ
、
万
事
休
す
の
心
境
で
全
員
落
胆

の
気
持
ち
は
隠
せ
ず
、
裏
切
ら
れ
た
背
信
行
為
に
憤
り
を
感
じ

た
。シ

ベ
リ
ア
鉄
道
貨
車
の
旅
は
十
日
間
続
き
、
停
車
は
不
規
則

で
、
一
日
じ
ゅ
う
食
事
に
あ
り
つ
け
な
い
事
も
し
ば
し
ば
あ
っ

た
。
支
給
さ
れ
る
食
糧
は
、
皮
付
き
高
粱
・
大
豆
・
冷
凍
キ
ャ

ベ
ツ
等
を
混
ぜ
て
炊
い
た
お
粥
や
、
二
百
グ
ラ
ム
程
度
の
黒
パ

ン
一
切
れ
が
支
給
さ
れ
、
一
日
一
食
あ
る
い
は
二
食
で
あ
っ

た
。
真
っ
暗
な
車
内
で
頭
に
浮
か
ぶ
こ
と
は
、
監
獄
よ
り
も
酷

な
地
獄
で
あ
り
、
身
は
常
に
死
を
感
じ
、
忍
耐
の
人
生
街
道
を

歩
く
心
境
で
あ
っ
た
。

同
年
十
二
月
中
旬
、
到
着
し
た
所
は
、
シ
ベ
リ
ア
本
線
ノ
ボ

シ
ビ
ル
ス
ク
よ
り
支
線
に
入
り
、
東
北
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

地
点
ケ
メ
ロ
ボ
市
郊
外
に
位
置
す
る
ク
ル
ト
イ
駅
で
あ
っ
た
。

十
日
間
の
真
っ
暗
な
貨
車
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
下
車
し
て

み
る
と
戦
友
全
員
が
伸
び
放
題
の
頭
髪
・
ひ
げ
・
爪
、
真
っ
黒

な
顔
、
目
だ
け
は
ギ
ョ
ロ
ギ
ョ
ロ
と
動
い
て
い
る
。

全
員
の
下
車
が
完
了
す
る
と
、
ソ
連
の
将
校
を
先
頭
に
武
装

し
た
警
備
兵
に
前
後
左
右
囲
ま
れ
、
空
腹
と
疲
労
こ
ん
ぱ
い
の

体
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
厳
寒
の
雪
道
を
収
容
所
に
向
か
い
歩

き
続
け
た
。

到
着
し
た
収
容
所
は
、
ケ
メ
ロ
ボ
第
五
〇
三
収
容
所
第
五
分

所
で
、
以
前
ド
イ
ツ
軍
の
抑
留
収
容
所
で
あ
っ
た
。



抑
留
地
の
生
活
　
労
役

私
達
の
収
容
所
は
、
満
州
に
お
け
る
部
隊
編
成
が
そ
の
ま
ま

に
抑
留
さ
れ
、
部
隊
長
以
下
の
指
揮
系
統
は
旧
軍
隊
組
織
の
ま

ま
で
あ
り
、
他
部
隊
か
ら
の
編
入
者
は
比
較
的
少
な
く
、
現
役

兵
の
若
い
兵
士
が
主
の
部
隊
で
あ
っ
た
。
作
業
大
隊
の
編
成

は
、
中
隊
・
小
隊
・
分
隊
に
区
分
さ
れ
、
他
の
収
容
所
に
比
較

し
て
統
制
の
確
立
し
た
部
隊
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

当
地
区
は
炭
田
地
帯
に
も
か
か
わ
ら
ず
私
達
の
作
業
は
建
築

に
付
随
す
る
作
業
（
掘
削
、
■
瓦
積
み
、
砂
・
石
の
運
搬
）

、

製
材
工
場
、
■
瓦
工
場
お
よ
び
コ
ル
ホ
ー
ズ
（
集
団
農
場
に
お

け
る
植
え
付
け
収
穫
、
牧
草
の
刈
り
取
り
収
集
）

、
鉄
道
路
線

の
敷
設
が
主
た
る
作
業
で
あ
っ
た
。

ノ
ル
マ
ー
の
達
成
に
よ
り
食
糧
の
増
減
は
聞
い
て
い
る
が
、

当
収
容
所
内
に
お
け
る
食
糧
配
分
は
、
均
等
に
配
分
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
朝
食
・
夕
食
の
粥
が
各
四
百
グ
ラ
ム
、
昼
食
用

の
黒
パ
ン
三
百
五
十
グ
ラ
ム
が
定
量
あ
っ
た
か
は
疑
問
が
残

る
。

抑
留
中
の
生
活
と
極
限
状
態
に
お
け
る
意
識

シ
ベ
リ
ア
の
冬
季
に
お
け
る
屋
外
の
気
温
は
氷
点
下
三
十
度

前
後
で
あ
り
、
服
装
は
作
業
服
（
日
本
製
の
軍
服
）
に
防
寒
外

套
、
防
寒
帽
、
足
に
は
靴
下
の
上
に
ボ
ロ
布
を
巻
い
て
カ
ー
ト

ン
キ
ー
（
フ
ェ
ル
ト
製
の
防
寒
長
靴
）

、
手
に
は
軍
手
の
上
に

毛
の
つ
い
た
大
手
袋
（
親
指
の
ほ
か
は
切
り
目
が
な
い
）

、
二

重
に
保
護
し
、
顔
は
種
々
の
布
で
覆
い
目
だ
け
は
出
て
い
る

が
、
い
く
ら
被
服
で
包
ん
だ
と
し
て
も
、
外
気
の
寒
さ
に
は
対

応
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

寒
風
肌
を
刺
す
粉
雪
の
舞
う
氷
点
下
三
十
度
を
越
す
屋
外
作

業
に
、
何
の
慰
め
も
な
い
心
細
い
生
活
、
空
腹
と
疲
労
に
襲
わ

れ
、
明
日
の
命
も
知
れ
ず
、
作
業
の
中
で
吐
く
息
は
た
ち
ま
ち

の
う
ち
に
凍
り
、
眉
毛
は
真
っ
白
に
な
り
、
口
は
硬
直
し
て
、

ま
つ
げ
が
瞬
間
的
に
上
下
が
凍
り
つ
き
、
盲
目
同
然
の
シ
ベ
リ

ア
の
厳
寒
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
。

体
じ
ゅ
う
が
針
で
刺
さ
れ
る
よ
う
な
痛
さ
（
寒
さ
）
を
体
験

し
、
死
ん
だ
方
が
楽
に
な
れ
る
と
思
っ
た
の
は
、
抑
留
者
の
偽

ら
ざ
る
実
感
で
あ
ろ
う
。



帰
還

帰
還
の
連
絡
　
昭
和
二
十
三
年
七
月
下
旬
頃
・
ケ
メ
ロ
ボ
収

容
所

帰
還
集
結
地
　
ナ
ホ
ト
カ
港

復

員

船
　
遠
州
丸
（
貨
物
船
）

舞
鶴
入
港
　
昭
和
二
十
三
年
八
月
十
二
日
（
二
千
人
復

員
）

帰
還
後
の
生
活

東
京
電
力
株
式
会
社
に
在
職
中
に
現
役
と
し
て
徴
兵
さ
れ
、

軍
隊
お
よ
び
シ
ベ
リ
ア
抑
留
期
間
は
休
職
の
取
扱
い
が
な
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
間
（
四
年
間
）
は
会
社
よ
り
給
料
お
よ
び
賞
与

は
在
職
者
同
様
に
支
給
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

休
職
期
間
の
昇
給
お
よ
び
諸
待
遇
も
、
在
職
者
同
様
の
処
遇

で
あ
り
、
東
京
電
力
株
式
会
社
に
は
深
く
感
謝
し
て
お
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

つ
ら
か
っ
た
捕
虜
生
活(

二)

　 

栃
木
県
　
八
木
澤
旺
二
　 

北
満
収
容
所
時
代

我
々
石
頭
候
補
生
隊
は
、
横
道
河
子
で
武
装
解
除
さ
れ
、
応

急
措
置
と
し
て
造
ら
れ
た
横
道
河
子
の
仮
捕
虜
収
容
所
に
連
行

さ
れ
た
。
こ
の
日
か
ら
長
い
長
い
抑
留
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
仮
収
容
所
は
、
関
東
軍
の
被
服
や
糧
秣
が
た
く
さ
ん
積

ん
で
あ
っ
た
倉
庫
で
、
中
味
の
品
々
は
全
部
ソ
連
兵
が
本
国
に

貨
車
輸
送
し
た
後
に
我
々
日
本
兵
が
収
容
さ
れ
た
。
毎
日
数
十

人
、
時
に
は
百
人
以
上
の
日
本
兵
が
、
銃
剣
を
つ
け
た
ソ
連
兵

に
追
い
ま
く
ら
れ
な
が
ら
仮
収
容
所
に
入
っ
て
来
た
。
戦
闘
部

隊
の
兵
士
の
夏
服
は
汗
と
埃
に
ま
み
れ
、
軍
靴
の
形
も
崩
れ
、

乞
食
以
下
の
服
装
で
あ
り
、
だ
れ
一
人
と
し
て
し
ゃ
べ
る
者
も

な
く
、
首
を
う
な
だ
れ
前
か
が
み
の
哀
れ
な
収
容
所
入
り
で
あ

る
。
か
つ
て
の
皇
軍
の
意
気
盛
ん
な
気
迫
は
ど
こ
に
も
感
ず
る




